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１． 研究目的 

 

鹿児島観測所の VLF/ELF 波動観測は、1970 年以前から現在まで、30 年以上の長期にわたって観測

が継続されてきた貴重なデータである。特に 1976 年以降は、それまでオープンリールテープで記録さ

れていたデータがアナログ 90 分テープに変わり、その後、2004-2006 年は MD（MiniDisk）、2007 年

以降は HDD（ハードディスク）に記録がなされている。テープと MD のデータはアナログ記録であり、

強度や波形の詳細解析を行うためにはデータをディジタル変換しなければならないため、これまでの解

析は磁気嵐などの特定のイベントに限られてきた。この波動データを用いることにより、放射線帯粒子

の加速に大きく寄与すると言われている VLF 波動の長期的な強度変動、tweek 波動のスペクトルフィ

ッティングから求められる夜間電離圏 D 層の長期的高度変動を調べることができ、下部熱圏や上部中間

圏の長期変化の研究に貢献できる。本研究では、特にオープンリール記録からアナログテープ記録に切

り替わった 1976 年以降のデータをディジタル変換してデータベース化することにより、30 年にわたる

VLF/ELF 波動の変動を統計的に解析することを可能にする。 

 

２． データベース作成の概要 

 

・ 2007年度より開始された本データベース経費では、週9時間のアルバイトを雇用し、鹿児島観

測所でアナログテープのディジタル化の作業を行っている。 
・ アナログテープは3.5日で１巻（45分x4トラック、毎時58分から2分ずつ記録）である。30年間

で約3000巻のテープ記録がある。まず、平成19年度の本データベース経費で、すべてのテー

プの記録時刻のリストを作成し、下に示すホームページで公開した。  
・ テープ記録をすべて再生・A/D変換するためには、実時間で9000時間、週9時間のアルバイト

で約19年かかる。これは非現実的な値なので、すべてをA/D変換するわけではなく、まず、

各月の地磁気静穏日を含んだテープをA/D変換することにより、30年間の変動傾向がなるべ

く早くつかめる形でA/D変換を進める。2010年8月現在までに、2003年までの毎月の地磁気静

穏日のアナログテープ処理、及び、2004-2006年の毎月の地磁気静穏日のMD記録処理を終了

した。引き続いて、1976年からの地磁気擾乱日のアナログテープのディジタル化を開始して

いる。 
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３． 共同研究の成果、公表状況 

 

本研究によって作成されるデータベースにより、30 年（約 3 太陽周期）にわたる電離圏 D 層の高度

変動や、VLF/ELF 波動発生特性の変動が明らかにできることが期待できる。この電離圏 D 層の高度変

動は、放射線帯内帯粒子の変動を反映しており、放射線帯粒子の長期変動のモニターの一つとして重要

な意味を持つ。これらのデータは、NOAA 衛星で得られる放射線帯粒子の直接観測データとの比較もな

されることが期待でき、ERG 計画など、内部磁気圏探査を進めるプロジェクト２の研究目的とも合致

する。 

 

図１．1976-2008 年の 6 月及び 12 月の地磁気静穏日の tweek 空電から求めた電離圏 D 層高度（太い点

線及び実線）と太陽黒点数（細い点線）。 
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― 101 ―




